
Ⅰ　緒論

都市化，近代化，社会の発展に伴い生活や仕
事環境が大きく変化し，人々の身体活動不足が
増加傾向にあり，不活動的なライフスタイルは，
身体的および精神的な健康に悪影響を及ぼすこ
とが研究で明らかにされている（Ma et al., 
2021）．世界保健機関の調査（W. H. O.，2019）
によると，世界的にみても長時間の座位行動と

運動不足が突然死の主な危険因子の一つである
ことが明らかとなった．長期的な身体活動不足
は，内臓脂肪の増加，自律神経機能の低下，血
液循環の悪化，基礎代謝の低下など，健康への
リスクをもたらしている（Laskowski，2022）．

就労者の場合，仕事や交通，余暇などで毎日
最大10時間以上の座位行動を積み重ねており

（Nie et al., 2015），一日の覚醒時間では成人が
持つべき身体活動量には及ばない状況である．
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Abstract: It is reported that people’s physical activity is insufficient，and their sedentary behavior 
tends to increase，which has a negative impact on their health．The life styles of the employed 
vary according to their occupations．However，among the employed in China，the correlation 
between occupation，sedentary behavior and physical activity has not been clarified．The 
purpose of the present study was to clarify the relationship between sedentary behavior and 
physical activity in different occasions，and to explore the plan of improving health according 
to the working characteristics of workers．The Global Physical Activity Questionnaire Chinese 
version was used to evaluate the amount of physical activity and sedentary behavior in work 
among 1324 professionals in China．In addition，the occupations are classified into white collar，
blue collar and freelance workers，and the statistical difference with physical activity is studied 
through multivariable analysis of general linear model．These results in terms of total physical 
activity in a day and physical activity in work，white collars are the shortest，while blue collars 
are the longest．In sitting behavior，white-collar workers shows that the average sitting time per 
day is significantly longer．The general physical activity level of white-collar employees in China 
is low．For this group，effective measures are needed to increase physical activity at work and 
reduce sedentary behavior．
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長時間の座位行動は，様々な慢性疾患病に罹患
しやすく（Bull et al., 2020），正しくない座り
方では，腰や腹部の筋肉のたるみや筋繊維の萎
縮による筋力の低下を招くこともある．そのた
め，いかにして座位行動を減少させることがで
きるかが重要な視点となっている．また，職種
間および雇用形態に身体活動量と座位時間が異
なり，健康に害を及ぼすリスクも異なる．諸外
国では，社会経済的地位の高い人ほど，余暇の
身体活動量が高い傾向にあることや，仕事中の
身体活動では，デスクワーカーは他の職種の人
に比べて，身体活動量がもっとも少なく，座位
行動に費やす時間が長いと報告されている

（Nooijen et al., 2019）．日本でも，デスクワー
カーとドライバーの職業を持つ人が，「身体活
動不足」と「座りすぎ」による健康リスクが高
いと確認されている（馬ほか，2018）．このよ
うに，就労者では仕事中や移動，余暇中の身体
活動は健康にもたらす影響が異なるため，身体
活動を推進する際に職業別へのアプローチが重
要である．しかしながら，中国では，就労者全
体を対象とした身体活動と座位行動に関する研
究がほとんどであり，異なる職業や就労環境を
考慮とした大規模な研究は数少ない．さらに，
ホワイトカラー労働者はブルーカラー労働者に
比べて，仕事中の体力的労働が少なく（Väisänen 
et al., 2020），座位行動が多いため，心血管疾
患の罹患率が約1.6倍である．一方，ブルーカ
ラーはホワイトカラーより，総身体活動量が多
いものの，精神的健康度が低い傾向にある

（Zhang et al., 2015）．したがって，ホワイトカ
ラーの座位時間を減らすとともに，ブルーカラー
の総身体活動時間を減らす必要がある．これら
のことから，身体活動や座位行動は，職業に関
係なく健康に対する認識が必要とされるが，健
康への影響は職業によって異なることが明白と
なっている．

そこで，本研究の目的は，職業による場面別
の身体活動量と身体活動強度および座位行動と
の関係を明らかにし，中国の就労者の健康増進
に効果的な介入方法について提言することであ
る．

Ⅱ　方法

1．対象者および調査方法
2021年9月に中国の研究調査専用アプリケー

ション「Tencent questionnaire」（登録モニター
数約100万人）を用いて，中国本土に在住する
一般有職者である20-59歳成人を対象に横断調
査を実施した．回答数が1,500名に達すること
を目標として，4,065名に対し本調査の依頼を
行い，最終的に1,543名（返答率38％）の回答
が得られた．調査への参加方法，「Tencent 
questionnaire」インターネット調査会社より登
録モニターに対して調査依頼を行い，登録モニ
ターがアプリケーションより添付されるURL
にて調査画面へアクセスする方法を用いた．質
問を回答する前に，対象者に対し本調査の趣旨，
参加は自由意思であること，プライバシーと匿
名性は厳守されることを記載している．なお，
調査実施にあたっては，事前に仙台大学倫理審
査委員会の承認（承認番号：2021-13）を得た．

2．調査項目
基本属性と生活習慣の項目は，対象者の性別，

年齢，教育歴，職業，収入状況，BMI，喫煙状
況および飲酒状況であった．

身体活動および座位行動については，世界標
準化身体活動質問票（Armstrong et al., 2006）
の 中 国 語 版 尺 度（GPAQ-C：Global Physical 
Activity Questionnaire Chinese version）を用
いた．本尺度は，日常生活での平均的な一週間
で，仕事と余暇の高強度の身体活動（身体にか
なり負担がかかり，呼吸または心拍数が大幅に
増加する活動），中強度の身体活動（身体に多
少の負担がかかり，呼吸または心拍数が少し増
加する活動）および移動・座位行動を行ってい
る時間を4領域で全16項目をたずねるものである．
仕事の身体活動とは，給料の有無にかかわらず
行っている仕事，ボランティア活動，アルバイ
ト，学業，家事，介護，求職活動などを含んで
いる．移動の身体活動，すなわち，自転車や歩
行で通勤，通学，買い物など，ある場所からあ
る場所へ移動する．余暇時間の身体活動は，仕
事や移動の身体活動以外の身体活動である．こ
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れらの身体活動時間は，毎回少なくとも10分間
以上の持続的な身体活動を行う．座位行動の場
合は，仕事中，家にいるとき，移動中などで，
座ったり，横になったりする時間（例えば：机
に向かう，車・バス・電車で座る，読書，テレ
ビを見る）である．ただし，睡眠時間は含めな
いとしている．GPAQは回答より得られた週あ
たりの身体活動量（時/週）を，仕事，余暇身
体活動の高強度と中等度，および移動の中等度
強度による時間を頻度に乗じて合計することと，
座位時間を座位頻度に生じて合計することによ
りそれぞれ算出した．

先行研究において，9カ国でGPAQ質問票の
信頼性と妥当性を検証した研究結果では（Bull 
et al., 2009），信頼性が0.72以上，妥当性が0.45-
0.57で，いずれも良好であった．中国での
GPAQ-C質問票を用いた信頼性と妥当性を検証
した研究では（马ほか，2017），相関係数が
0.67-0.85に分布しており，諸外国のGPAQの信
頼性と妥当性を評価する結果と類似している．

3．分析方法
職業の分類について，先行研究を参考に

（Schreuder et al., 2008; Kitching， 2015），教員
や医師，国営企業，公務員を専門技術職従事者
に，工場現場や建設現場，清掃員，営業職など
主に肉体労働者をサービス職業従事者に，作家
や芸術家，写真家，自営業を自由職業従事者の
3つの職種に分類された．すなわち，主に正規
雇用者の専門技術職従事者をホワイトカラーに，
主に正規雇用者のサービス職業従事者をブルー
カラーに，主に非正規雇用者の自由職業従事者
をフリーランスとした．また，中国労働力調査
によると（蔡，2017），教育歴は，高校以下（12
年以下），専門学校・短大（15年以下：中国で
専門学校・短大は3年制である），大学以上（16
年以上）．収入状況は低所得者，中所得者，高
所得者の3群に分類した．低所得者とは，個人
月収が4,000人民元未満（日本円で約82,000円未
満）．中所得者とは，個人月収が4,000～5,000人
民元未満（日本円で約82,000円～101,000円）．
高所得者とは，個人月収が5,000人民元以上（日
本円で約101,000円以上）．BMIについては，

W. H. O.の基準に基づき，BMI値が18.5未満を
低体重，18.5以上25未満を普通体重，25以上を
肥満としている．喫煙状況は吸う群と吸わない
群に分け，飲酒状況も同様に飲む群と飲まない
群に分けた．回答者1,543人のうち，GPAQ質
問票で定められているデータの除外基準に従っ
て，1日あたり合計960分（16時間）以上の身体
活動を実施している者と，欠損データを含む
219人 を 除 く， 最 終 的 に1,324人（ 有 効 率
85.8％）を解析対象とした．

職業と基本属性の比較にはχ²検定を用いた．
職種と身体活動の検討は有意差が認められた基
本属性と生活習慣（年齢，教育歴，収入状況，
BMI，飲酒状況）の項目を共変量に投入の上，
一般線形モデルの多変量分析を用いた．職業の
間で有意差が確認された項目について，その後
の検定（Tukeyのb）を用いて検討した．なお，
統計解析には，SPSS 28.0（Statistical Product 
and Service Solutions）を用いた．

Ⅲ　結果

1．対象者の属性と生活習慣
対象者の平均年齢と標準偏差は36±10歳であ

り，男性は627人（47.4％），女性は697人（52.6％）
であった．教育歴は大学以上の者の男性が
41.1％，女性が35.9％であった．職業ではホワ
イトカラーの男性が49％，女性が48.5％であり，
全体の約5割を占めた．収入は男女とも低所得
者（個人月収が4,000人民元以下）の者の割合
が一番高く，次いで高所得者（個人月収が5,000
人民元以上）と，中所得者（個人月収が4,000
～5,000人民元未満）の順であった．肥満では，
男性が55.7％，女性が23％であり，喫煙では，「吸
う」を回答した男性が7割，女性でほとんどい
なかった．飲酒では「飲む」を回答した男女そ
れぞれが61.7％と40.3％であった．また，1日あ
たりの平均労働時間の平均実施時間と標準偏差
は男性で8.3±1.9時間，女性で8.3±1.5時間で
あった（表1）．

就労者による身体活動および座位行動の解明
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表 1　対象者の属性と生活習慣

2．職業と属性および生活習慣について
職業による基本属性および生活習慣との差を

確認するためにχ²検定を行った．その結果，
年 齢（χ²=61.493；p<0.001）， 教 育 歴（χ²= 

333.486；p<0.001），収入状況（χ²=115.239；
p<0.001），BMI（χ²=10.128；p=0.037），飲酒
状況（χ²=30.362；p<0.001）においていずれ
も有意差がみられた．具体的に，年齢について，
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20，30歳代ではホワイトカラーが多く，40代で
はフリーランスよりもホワイトカラーとブルー
カラーの方が多かった．教育歴について，高卒
以下および専門学校・短大では，ブルーカラー
とフリーランスの方が多く，大卒以上では，ホ
ワイトカラーが全体の6割以上を占めており，
最も多かった．収入状況について，ホワイトカ
ラーでは高所得者が4割以上であり，ブルーカ
ラーとフリーランスより多かったが，ホワイト

表 2　職業と属性および生活習慣との差について 

カラーの低所得者も3割以上であった．BMIに
ついて，普通体重の人が全職業の過半数を占め
て，肥満では，ホワイトカラーはブルーカラー
とフリーランスに比べて高値であった．飲酒状
況について，ホワイトカラーの飲酒者が6割で
最も多く，ブルーカラーやフリーランスの非飲
酒者は飲酒者より多かった．性別と喫煙状況の
分布にばらつきはなかった（表2）．
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表 3　身体活動と座位時間と職業における多重比較について

3．職業と身体活動および座位時間について
年齢，教育歴，収入状況，BMI，飲酒状況を

共変量とした一般線形多変量解析により，職業
の間に（ホワイトカラー，ブルーカラー，フリー
ランス）身体活動量と座位行動との差異につい
て検討した．

一日の総身体活動時間の平均時間と標準偏差
は，ホワイトカラーで164±11分，ブルーカラー
で224±14分，フリーランスで175±15分であり，
職業の間で有意差がみられた（F=5.867；
p=0.003）．一日あたりの仕事中の高強度身体活
動の平均時間と標準偏差は，ホワイトカラーで
43±5分，ブルーカラーで64±6分，フリーラン
スで48±7分であり，職業の間で有意差がみら
れた（F=3.153；p=0.030）．次に，一日あたり
の仕事中の中強度身体活動の平均時間と標準偏
差は，ホワイトカラーで41±4分，ブルーカラー
で64±6分，フリーランスで47±6分であり，有
意差がみられた（F=4.953；p=0.007）．そして，
移動時間の一日の平均時間と標準偏差は，ホワ
イトカラーで52±4分，ブルーカラーで69±6分，

フリーランスで49±6分であり，有意差がみら
れた（F=3.849；p=0.022）．座位時間の1日の平
均時間と標準偏差は，ホワイトカラーで374±
10分，ブルーカラーで320±13分，フリーランス
で330±14分であり，有意差があった（F=5.799；
p=0.003）．一日あたりの余暇時間の中等度・高
強度の身体活動は，職業の間で有意差がなかっ
た．

職業の間で有意差があった項目については，
Tukeyのb法による多重比較検定にて検討した．
その結果，一日の総身体活動時間と仕事中の高
強度身体活動は，ホワイトカラーの身体活動時
間が最も少なく，次いでフリーランス，そして
ブルーカラーの身体活動時間が最も長いことが
示された．仕事中の中等度身体活動と移動時間
では，ブルーカラーの方がホワイトカラーやフ
リーランスより活動時間が有意に長かった．座
位行動では，ホワイトカラーの方がブルーカラー
とフリーランスよりも一日の平均座位時間が有
意に長かった（表3）．

Ⅳ　考察

本研究では，中国人就労者を研究対象とし，
身体活動と座位行動に着目して検討した．本研
究は，中国人就労者の身体活動と健康増進分野
に関する研究知見の蓄積と，これまでエビデン

ス不足とされる職業間の身体活動について，主
に知見を2つ得られた．第一に，職業の間で基
本属性と生活習慣に違いがあった．第二に，仕
事中の身体活動と座位行動は職業の間で明らか
な差が生じ，身体活動強度と職業によって異な
る．
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示された．仕事中の中等度身体活動と移動時間
では，ブルーカラーの方がホワイトカラーやフ
リーランスより活動時間が有意に長かった．座
位行動では，ホワイトカラーの方がブルーカラー
とフリーランスよりも一日の平均座位時間が有
意に長かった（表3）．

Ⅳ　考察

本研究では，中国人就労者を研究対象とし，
身体活動と座位行動に着目して検討した．本研
究は，中国人就労者の身体活動と健康増進分野
に関する研究知見の蓄積と，これまでエビデン

ス不足とされる職業間の身体活動について，主
に知見を2つ得られた．第一に，職業の間で基
本属性と生活習慣に違いがあった．第二に，仕
事中の身体活動と座位行動は職業の間で明らか
な差が生じ，身体活動強度と職業によって異な
る．
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本研究の調査対象者の基本属性について，中
国労働力動態調査の報告と（蔡，2017），本研
究対象者の年齢，性別，BMI，収入状況，喫煙
状況などの傾向はほぼ同様であった．教育歴に
ついては，中国労働動態調査によると，対象者
の大多数が高卒未満であることが報告されてい
る．一方，本研究では，高学歴者が多かった．
その理由は，今回の調査対象者の半数近くがホ
ワイトカラーであり，ホワイトカラーの職業を
持つ特性として，大学卒以上の人が多いからと
考えられる．

職業と基本属性および生活習慣について，職
業と基本属性の結果をみると，20歳代はホワイ
トカラー，40歳代はブルーカラー，30歳代はフ
リーランスが多く，近年の中国の社会的発展状
況に関係している．つまり，40歳代は中国経済
政策による改革前の身体的労働者としての仕事
が多く，30歳代は中国経済改革に伴い自営業が
増えてきている（段ほか，2008）．一方，20世
紀以来は，経済発展と中国の大学の拡充により
教育機関が充実され，大学進学者が増えること
によって，労働生産性が向上している（文ほか，
2005）．ブルーカラーは低所得および低教育歴
という社会経済的地位が低いという特徴であっ
たが，ホワイトカラーの高所得高学歴者が多い
ものの，低所得者も一定の割合を占めており，
二極化現象がみられた．本研究のホワイトカ
ラーは20歳代，30歳代が多いため，勤続年数が
短いことがその理由であると思われる．また，
中国では大学卒業者が年々増加している一方で，
大卒の学歴を必要とする仕事は増えず，大卒者
でも威信の高い職業に就くとは限らない（文ほ
か，2005）．これらのことから，中国の就労者
において，年齢と職業の特徴や収入および教育
歴との関係を本研究の結果で表していると考え
る．

職業と生活習慣について，ホワイトカラーの
半数が飲酒習慣を持っている．諸外国では

（MacKenzie.， 2008），ブルーカラーが余暇時間
で飲酒量が多いのに対して，本調査では，ホワ
イトカラーの方で飲酒者数が多いことがわかっ
た．これは，企業等の管理層の人はビジネス接
待の機会が多いと指摘されている（李，2005）

ことから，ホワイトカラーの飲酒では，仕事の
一部として必要とされると推測される．また，
本研究で示されたBMIについて，ホワイトカ
ラーでは約半数の肥満者が存在することも飲酒
習慣と関係するかもしれない．

職業と身体活動および座位行動の結果より，
先行研究との比較では（Nooijen et al., 2019 ;  
Chau et al., 2012），本研究で示された共通点と
して，ブルーカラーやフリーランスの就労者と
比較して，ホワイトカラーは職場で体を動かす
時間が短く，座位行動が長いことが挙げられる．
一方，ブルーカラーは，総身体活動量が多く，
移動と仕事での身体活動時間が長いという特徴
がある．ブルーカラーは，移動および仕事中の
身体活動時間が長いため，一日の総身体活動量
に寄与したと考えられる．また，フリーランス
は，余暇中の身体活動を長時間に行い，座位行
動が少ないという特徴がみられ，職業の性質上，
余暇活動の時間を確保しやすいからと考える．
先行研究との相違点として，社会地位が高い人
ほど，余暇の身体活動を従事する傾向にあるが，
本研究では，余暇活動に関して，職業の違いに
及ぼす影響がなかった．その理由は，ネット社
会に伴う人々の娯楽が多様化になり（Golub 
and Lingley，2008），中国の就労者はアクティ
ブな身体活動に対する意識が低く，体を動かす
ことよりも娯楽としてテレビ・スマートフォン
ゲームやサウナなど静的な健康法でリラックス
することを好むためと考えられる．

本研究の知見を踏まえた提言として，中国で
は，中年層の運動習慣者が少ない傾向にあるが，
中国の公衆衛生戦略の重点が子供と高齢者に置
かれており，働く世代に向けて，身体活動に対
する理論的な知識と実践の取組が不十分である

（Cheng，2020）．諸外国では，就労者の健康増
進のために，職域における様々な施策が行われ
ており，研究も進んでいる．例えば，仕事中の
座位時間を減らすための環境介入研究では，職
場において，従来のデスクからスタンディング
デスクを導入することで，勤務中の座位時間の
短縮でき，首や肩の痛みが軽減されている．加
えて，介入後の主観的健康度，仕事への活力，
仕事達成度が向上したと示され，従業員の健康
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を改善し，仕事効率の向上に繋がり，スタンディ
ングデスクの有効性が示唆されている（Ma et 
al., 2021）．しかし，中国では，スタンディング
ワークと健康の関連研究の成果が蓄積されつつ
あるが，現場でその成果を応用した実践が一般
的になっておらず，普及されていない．ホワイ
トカラーのうち，特に「オフィス派」および，
近年新型コロナウイルスの感染予防対策で「リ
モート派」の就労者に対して，座位行動の減少，
身体活動の増加のために効果的な取組が重要で
ある．また，一日座位行動のトータル時間だけ
でなく，長時間の座位行動から頻繁にブレイク

（座っている状態を立ったり歩いたりして中断
する頻度）やバウト（連続した座位時間）は新
しい概念として注目が集まっており，健康アウ
トカムと座位行動の評価指標として，正確に評
価することができるため（Thorp et al., 2014），
今後検討していく必要がある．

一方，健康増進を目的とした身体活動に与え
る影響は，職場環境への介入だけでは十分でな
いことが指摘されている．社会生態学的モデル
によると，就労者が職場でアクティブを習慣化
させるためには，個人内的要因（性，年齢，遺
伝的要因，知識，態度），個人間要因（友人，
家族，社会的ネットワーク），組織的要因（職場，
所属組織），地域的要因（社会格差，経済状況，
歩道，公園，都市構造，治安），公共政策的要
因（法律，政策）の5つが関係するとされてい
る（Healy et al., 2008）．それぞれの要素は独
立しているのではなく，他の要素に関連し合う
という相互因果関係にある．就労者の身体活動
量を高めるために，労働環境・社会環境の整備
を含めて身体活動介入を進めていくことが必要
である．そのため，社会生態学モデルに基づき，
それぞれに有効な介入要素と効果量の検討を行
い，有効な身体活動介入方法に関する研究の蓄
積が求められる．さらに，就労者に対する身体
活動促進による会社・企業としてのメリットは，
プレゼティーズを軽減し，ワークエンゲージメ
ントを高め，労働生産性への好影響に繋がるこ
とができる．したがって，仕事中の座位時間を
減らし，身体活動量を高めるためには，本人の
意思だけではなく，職場環境の整備や企業の

トップの考え方が重要である．
本研究にはいくつかの限界点がある．第一に，

本調査の調査データは，インターネット上で収
集されたものであり，中国ではインターネット
の利用がかなり普及しているものの，インター
ネット調査から得られた本研究の結果を中国全
土の成人に一般化する際には留意が必要である
ように思われる．第二に，本調査は自己申告で
あるため，身体活動量や生活習慣などは，不正
確な推定や思い出しによるバイアスは避けられ
ないことである．主観的な記述評価法は，費用
が安く，多人数での調査が可能であるが，中等
度および高強度の身体活動を実際よりも高く，
座位時間が実際よりも少なく申告する傾向にあ
ると指摘さている．身体活動や座位行動を正確
に計測できる活動量計，二重標識水法などの客
観的な測定手法を用いていないため，身体活動
量の評価に多少の誤差が生じることがある．第
三に，対象サンプル数が少ないことや調査地域
の偏りがあったため，より大規模な調査を実施
することが望ましい．

これらの限界点があるものの，本研究で得ら
れた知見は，今後労働者の健康指標や職場での
身体活動促進事業，身体活動や座位行動に関す
る指針策定などに資する情報を提供できた．

Ⅴ　結論

中国の就労者において，ホワイトカラーの特
徴として20歳代，高学歴，肥満者が多く，飲酒
習慣を持つ人が多かった．また，身体活動と座
位行動について，職業の間で平均労働時間と余
暇活動の時間が同等であっても，一日の総身体
活動量はブルーカラーがもっとも高く，ホワイ
トカラーがもっとも低かった．さらに，ホワイ
トカラーでは一日の座位時間も長い傾向にあっ
た．したがって，ホワイトカラーの就労者に対
して，適量な身体活動の増加，座位行動を減少
させるための支援が必要である．

中国就労者の健康増進や生活習慣病の予防の
ために，構築されている行動科学理論に基づい
た研究のもとに，今後職業別に効果的な介入方
法の開発とその有効性の検証を期待したい．
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al., 2021）．しかし，中国では，スタンディング
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価することができるため（Thorp et al., 2014），
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させるためには，個人内的要因（性，年齢，遺
伝的要因，知識，態度），個人間要因（友人，
家族，社会的ネットワーク），組織的要因（職場，
所属組織），地域的要因（社会格差，経済状況，
歩道，公園，都市構造，治安），公共政策的要
因（法律，政策）の5つが関係するとされてい
る（Healy et al., 2008）．それぞれの要素は独
立しているのではなく，他の要素に関連し合う
という相互因果関係にある．就労者の身体活動
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とができる．したがって，仕事中の座位時間を
減らし，身体活動量を高めるためには，本人の
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トップの考え方が重要である．
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本調査の調査データは，インターネット上で収
集されたものであり，中国ではインターネット
の利用がかなり普及しているものの，インター
ネット調査から得られた本研究の結果を中国全
土の成人に一般化する際には留意が必要である
ように思われる．第二に，本調査は自己申告で
あるため，身体活動量や生活習慣などは，不正
確な推定や思い出しによるバイアスは避けられ
ないことである．主観的な記述評価法は，費用
が安く，多人数での調査が可能であるが，中等
度および高強度の身体活動を実際よりも高く，
座位時間が実際よりも少なく申告する傾向にあ
ると指摘さている．身体活動や座位行動を正確
に計測できる活動量計，二重標識水法などの客
観的な測定手法を用いていないため，身体活動
量の評価に多少の誤差が生じることがある．第
三に，対象サンプル数が少ないことや調査地域
の偏りがあったため，より大規模な調査を実施
することが望ましい．

これらの限界点があるものの，本研究で得ら
れた知見は，今後労働者の健康指標や職場での
身体活動促進事業，身体活動や座位行動に関す
る指針策定などに資する情報を提供できた．

Ⅴ　結論

中国の就労者において，ホワイトカラーの特
徴として20歳代，高学歴，肥満者が多く，飲酒
習慣を持つ人が多かった．また，身体活動と座
位行動について，職業の間で平均労働時間と余
暇活動の時間が同等であっても，一日の総身体
活動量はブルーカラーがもっとも高く，ホワイ
トカラーがもっとも低かった．さらに，ホワイ
トカラーでは一日の座位時間も長い傾向にあっ
た．したがって，ホワイトカラーの就労者に対
して，適量な身体活動の増加，座位行動を減少
させるための支援が必要である．

中国就労者の健康増進や生活習慣病の予防の
ために，構築されている行動科学理論に基づい
た研究のもとに，今後職業別に効果的な介入方
法の開発とその有効性の検証を期待したい．
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